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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第２四半期連結
累計期間

第92期
第２四半期連結
累計期間

第91期

会計期間

自平成26年
　４月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成26年
　４月１日
至平成27年
　３月31日

売上高 （千円） 1,346,444 1,434,237 2,670,610

経常損失（△） （千円） △67,319 △5,363 △208,757

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失(△)

（千円） △279,136 9,734 △646,208

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △214,595 8,086 △592,592

純資産額 （千円） 2,671,662 2,294,135 2,293,203

総資産額 （千円） 4,330,014 4,937,832 4,907,194

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額(△)

（円） △12.57 0.44 △29.11

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 0.44 －

自己資本比率 （％） 61.5 46.4 46.6

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 165,584 110,987 152,979

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △466,191 △275,952 △1,419,952

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △217,264 90,282 596,935

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 732,666 505,971 580,655

 

回次
第91期

第２四半期連結
会計期間

第92期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成26年
　７月１日
至平成26年
　９月30日

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) （円） △11.35 △0.47

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第91期第２四半期連結累計期間及び第91期は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失

であるため、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を記載しておりません。

４.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計

期間より、「四半期純利益又は四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期（当期）純損失」としております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（以下「当第２四半期」）の我が国経済は、個人消費や企業収益などの底堅い動きに

より、緩やかな回復基調が続いております。先行きについては、引き続き堅調に推移することが期待されるもの

の、中国の成長鈍化や金融市況の弱い動きにより、景気が下押しされるリスクが考えられます。

当社グループの主要な事業領域についてみると、国内の不動産市場、ホテル・レジャー市場、企業の設備投資需

要はいずれも、金融緩和や円安の影響により、引き続き堅調に推移しております。

このような経済状況のもと、当第２四半期の当社グループは、新規賃貸用不動産の取得、ホテル等の既存店舗の

採算向上、インターネットカフェ新規店舗の販促活動、並びに食品製造機械の生産・受注活動など、経常的な収益

力を強化するための取り組みを積極的に進めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期の当社グループの業績は、店舗及び所有不動産が増加したことなどから、前年同期と

比較して、売上高1,434百万円（前年同期比6.5％増）のやや増収となりました。利益水準については、営業利益15

百万円（前年同期は営業損失56百万円）、経常損失5百万円（前年同期は経常損失67百万円）、親会社株主に帰属

する四半期純利益9百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失279百万円）となり、最終黒字を確保い

たしました。

なお、当社は、平成27年９月８日開催の当社取締役会において第三者割当増資の実施について決議し、同９月30

日開催の臨時株主総会において特別決議により可決承認され、同10月５日に払込が完了しております。

報告セグメントごとの業績及び直近の状況は、次の通りであります。

 

（マーチャント・バンキング事業）

当社グループは、当事業部門におきまして、国内外の企業及び不動産向けの投資事業を営んでおります。

当第２四半期は、大きな投資回収はなかったものの、前期に新規取得した物件の収益貢献などから、賃貸用不動

産による収益が増加し57百万円（前年同期は33百万円）となり、売上高154百万円（前年同期比7.6％減）、セグメ

ント利益41百万円（前年同期比293.5％増）の減収、増益となりました。

また、当社は、平成27年８月に名古屋市内の賃貸用マンションを新たに取得いたしました。当該物件取得にかか

る設備投資額は283百万円、銀行借入額は250百万円であり、今後、年間ベースで22百万円前後の賃貸収入を見込ん

でおります。

 

（オペレーション事業）

当社グループは、当社及び株式会社ホテルシステム二十一（連結子会社）において、宿泊施設、ボウリング場及

びインターネットカフェ店舗の運営、並びに給食業務の受託を行っております。

当第２四半期は、平成27年３月にインターネットカフェ店舗を新規開業した影響により、売上高1,088百万円

（前年同期比10.5％増）のやや増収となり、当社グループの店舗全般の損益が改善傾向であることなどから、セグ

メント利益38百万円（前年同期はセグメント損失0百万円）の増益となりました。

 

（マニュファクチュアリング事業）

当社グループは、旭工業株式会社（連結子会社）において、食品製造機械の製造及び販売を行っております。

当第２四半期は、3件の納品を完了し、保守による収入も堅調に推移しましたが、諸経費の支出がかさんだこと

などから、売上高190百万円（前年同期比1.7％減）、セグメント利益6百万円（前年同期比40.7％減）の減収、減

益となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は505百万円となり、前連結会計年

度末の580百万円と比べて74百万円の減少となりました。各キャッシュ・フローと、それらの主な増減の要因は以

下の通りであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動により増加した資金は110百万円（前年同期は165百万円の増加）となりま

した。主な増減の要因は、売上債権の減少49百万円、減価償却費33百万円、のれんの償却額26百万円であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動により減少した資金は275百万円（前年同期は466百万円の減少）となりま

した。主な増減の要因は、有形固定資産の取得による支出284百万円、投資有価証券の売却による収入19百万円で

あります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動により増加した資金は90百万円（前年同期は217百万円の減少）となりま

した。主な増減の要因は、長期借入れによる収入250百万円、短期借入金の減少による支出100百万円であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 90,000,000

計 90,000,000
 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 22,615,056 27,115,056 東京証券取引所市場第二部
単元株式数

100株

計 22,615,056 27,115,056 － －

（注）平成27年10月５日付で、第三者割当増資による新株式の発行により、発行済株式数が4,500,000株増加しておりま

す。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年８月１日 － 22,615,056 △334,761 2,430,970 △20,849 －

（注）１　平成27年６月25日開催の第91回定時株主総会において、資本金の額の減少及び資本準備金の額の減少並びに剰

余金の処分を決議したことにより、平成27年８月１日付で、資本金が334,761千円減少し、資本準備金が

20,849千円減少しております。

２　当第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日～平成27年９月30日）ののち、平成27年10月５日を払込期日と

する第三者割当増資により、発行済株式総数が4,500,000株増加し、資本金及び資本準備金がそれぞれ270,000

千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

トータルネットワークホールディングスリ

ミテッド（常任代理人　栗林総合法律事務

所）

（常任代理人）

東京都千代田区内幸町１丁目1－７

ＮＢＦ日比谷ビル502号

7,142,900 31.58

株式会社Ｊ＆Ｋ 東京都中野区３丁目23－19 3,584,700 15.85

古川　令治 東京都江東区 3,275,100 14.48

株式会社ＪＫＭＴファイナンス
神奈川県横浜市青葉区美しが丘５丁目

14－６はづきビル401
787,100 3.48

バンクオブイーストエイジアノミニーズリ

ミテッド（常任代理人　株式会社三井住友

銀行）

（常任代理人）

東京都千代田区丸の内１丁目３番２号
434,300 1.92

田中　大樹 神奈川県横浜市中区 330,000 1.46

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番

10号
187,800 0.83

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 172,900 0.76

宝天大同
兵庫県神戸市北区山田町下谷上字箕谷

３－１
167,700 0.74

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 136,400 0.60

計 － 16,218,900 71.72

（注）１　上記のほか、自己株式が413千株あります。

２　上記の基準日の後、平成27年10月５日付でアートポート不動産株式会社（旧社名）を割当先とする第三者割

当増資（発行株式数4,500,000株）が完了しております。なお、当該増資の完了後、本四半期報告書提出日ま

でに、同社は社名、代表者及び本店所在地を変更し以下の通りとしております。

社　　　名　アートポートインベスト株式会社

代　表　者　米山　紳

本店所在地　大阪府大阪市中央区北久宝寺町２丁目１番10号
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

413,400
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

22,176,600
221,766 －

単元未満株式
普通株式

25,056
－

１単元(100株)未満の株

式

発行済株式総数 22,615,056 － －

総株主の議決権 － 221,766 －

 （注）１. 「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２. 「完全議決権株式（その他）」欄普通株式には、証券保管振替機構名義の株式500株（議決権5個）が含まれ

ております。

３. 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式10株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

マーチャント・バンカー

ズ株式会社

東京都千代田区有楽町一丁

目７番１号
413,400 － 413,400 1.83

計 － 413,400 － 413,400 1.83

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 580,655 506,271

受取手形及び売掛金 194,660 144,748

営業投資有価証券 398,782 397,717

販売用不動産 103,935 103,935

商品及び製品 2,872 2,707

仕掛品 55,912 30,727

原材料及び貯蔵品 19,438 25,250

その他 113,971 57,461

貸倒引当金 △999 △892

流動資産合計 1,469,229 1,267,927

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,654,465 1,643,566

土地 1,370,520 1,477,868

その他（純額） 118,852 99,482

減損損失累計額 △307,943 △129,489

有形固定資産合計 2,835,895 3,091,427

無形固定資産   

のれん 307,496 280,958

その他 959 831

無形固定資産合計 308,456 281,790

投資その他の資産   

投資有価証券 141,983 138,123

敷金及び保証金 113,628 123,017

その他 39,920 37,465

貸倒引当金 △1,920 △1,920

投資その他の資産合計 293,613 296,686

固定資産合計 3,437,965 3,669,904

資産合計 4,907,194 4,937,832
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 106,166 115,238

短期借入金 150,000 50,000

1年内返済予定の長期借入金 104,852 119,196

未払費用 95,378 110,555

賞与引当金 10,100 3,900

役員賞与引当金 1,600 900

その他 207,896 128,191

流動負債合計 675,993 527,982

固定負債   

長期借入金 1,703,155 1,885,229

長期預り敷金保証金 97,672 96,911

退職給付に係る負債 34,450 35,650

役員退職慰労引当金 10,600 10,600

その他 92,119 87,324

固定負債合計 1,937,997 2,115,714

負債合計 2,613,991 2,643,696

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,765,732 2,430,970

資本剰余金 20,849 －

利益剰余金 △452,213 △86,867

自己株式 △83,302 △83,336

株主資本合計 2,251,066 2,260,766

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 33,872 32,224

その他の包括利益累計額合計 33,872 32,224

新株予約権 8,264 1,144

純資産合計 2,293,203 2,294,135

負債純資産合計 4,907,194 4,937,832
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 1,346,444 1,434,237

売上原価 593,911 571,470

売上総利益 752,532 862,767

販売費及び一般管理費 ※１ 809,510 ※１ 847,197

営業利益又は営業損失（△） △56,977 15,569

営業外収益   

受取利息 1,243 45

受取配当金 4,677 8

為替差益 732 －

その他 2,131 1,613

営業外収益合計 8,784 1,666

営業外費用   

支払利息 5,874 12,136

社債利息 4,820 －

新株発行費 － 4,546

支払手数料 3,779 5,916

持分法による投資損失 3,031 －

その他 1,620 0

営業外費用合計 19,125 22,600

経常損失（△） △67,319 △5,363

特別利益   

新株予約権戻入益 13,795 7,120

投資有価証券売却益 － 17,400

持分変動利益 11,927 －

その他 881 430

特別利益合計 26,603 24,950

特別損失   

事業整理損 223,388 －

事務所移転費用 4,564 －

特別損失合計 227,953 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△268,668 19,587

法人税、住民税及び事業税 12,336 10,365

法人税等調整額 △1,868 △513

法人税等合計 10,467 9,852

四半期純利益又は四半期純損失（△） △279,136 9,734

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△279,136 9,734
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △279,136 9,734

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 64,491 △1,647

為替換算調整勘定 49 －

その他の包括利益合計 64,541 △1,647

四半期包括利益 △214,595 8,086

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △214,595 8,086

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△268,668 19,587

減価償却費 22,604 33,742

のれん償却額 26,538 26,538

持分法による投資損益（△は益） 3,031 －

持分変動損益（△は益） △11,927 －

新株予約権戻入益 △13,795 △7,120

投資有価証券売却損益（△は益） － △17,400

事業整理損 223,388 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,471 △6,200

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △700

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 1,200

受取利息及び受取配当金 △5,920 △53

支払利息 10,694 12,136

売上債権の増減額（△は増加） 13,001 49,911

たな卸資産の増減額（△は増加） △427 19,538

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 226,086 140

仕入債務の増減額（△は減少） 22,412 9,072

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △26,660 △13,766

その他 △43,938 16,591

小計 183,890 143,218

利息及び配当金の受取額 4,766 53

利息の支払額 △9,870 △12,145

法人税等の還付額 613 743

法人税等の支払額 △13,814 △20,881

営業活動によるキャッシュ・フロー 165,584 110,987

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △482,685 △284,952

投資有価証券の売却による収入 － 19,400

定期預金の預入による支出 － △300

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 2,388 △761

敷金及び保証金の回収による収入 14,301 461

敷金及び保証金の差入による支出 △255 △10,000

その他 60 200

投資活動によるキャッシュ・フロー △466,191 △275,952
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △480,000 △100,000

長期借入れによる収入 915,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △23,860 △53,582

社債の償還による支出 △600,000 －

自己株式の取得による支出 △8 △34

配当金の支払額 △23,037 △514

その他 △5,358 △5,585

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,264 90,282

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,169 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △516,701 △74,683

現金及び現金同等物の期首残高 1,249,367 580,655

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 732,666 ※１ 505,971
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理

の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させ

る方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業分

離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

給与手当 204,163千円 216,769千円

賃借料 182,350 196,851

賞与引当金繰入額 9,510 300

役員賞与引当金繰入額 － 900

退職給付費用 3,312 2,866

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 732,666 千円 506,271 千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － △300

現金及び現金同等物 732,666 千円 505,971 千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金の支払額

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 22,201 利益剰余金 1.0 平成26年３月31日 平成26年６月27日

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金の支払額

　該当事項はありません。

２．株主資本の著しい変動

　平成27年６月25日開催の第91回定時株主総会において、資本金の額の減少及び資本準備金の額の減少並びに剰余

金の処分を決議したことにより、平成27年８月１日付で、資本金が334,761千円減少し、資本準備金が20,849千円

減少しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１．

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２． 

マーチャン
ト・バンキン
グ事業

オペレーショ
ン事業

マニュファク
チュアリング事

業

売上高       

外部顧客への売上高 167,601 984,591 194,252 1,346,444 － 1,346,444

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 167,601 984,591 194,252 1,346,444 － 1,346,444

セグメント利益又は損
失（△）

10,428 △583 11,291 21,136 △78,114 △56,977

（注）１．セグメント利益の調整額△78,114千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に一

般管理費によりなっております。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１．

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２． 

マーチャン
ト・バンキン
グ事業

オペレーショ
ン事業

マニュファク
チュアリング事

業

売上高       

外部顧客への売上高 154,863 1,088,429 190,944 1,434,237 － 1,434,237

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 154,863 1,088,429 190,944 1,434,237 － 1,434,237

セグメント利益 41,042 38,583 6,697 86,323 △70,754 15,569

（注）１．セグメント利益の調整額△70,754千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に一

般管理費によりなっております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自　平成26年４月１日

至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年９月30日）

(1)　１株当たり四半期純利益金額又は又は１株当

たり四半期純損失金額（△）
△12円57銭 0円44銭

　　(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失(△)（千円）
△279,136 9,734

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額(△)（千円）

△279,136 9,734

期中平均株式数（千株） 22,201 22,201

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 0円44銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） － 1

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

　（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　第三者割当による新株式の発行

　当社は、平成27年９月８日開催の取締役会において、第三者割当による新株式発行を決議し、平成27年９月30日開催

の臨時株主総会における承認を経て、平成27年10月５日に払込みが完了いたしました。

　当該新株式発行の概要は以下の通りであります。

 

（１） 払 込 期 日 平成27年10月５日

（２） 発 行 新 株 式 数 普通株式　4,500,000株

（３） 発 行 価 額 １株につき金120円

（４） 割 当 先 アートポート不動産株式会社（注）　　 4,500,000株

（５） 発 行 価 額 の 総 額 540,000,000円

（６）
増加した資本金及び

資 本 準 備 金 の 額

増加した資本金　　　　　　　　　　　270,000,000円

増加した資本準備金　　　　　　　　　270,000,000円

（７） 調達した資金の額

払込金額の総額　　　　　　　　　　　540,000,000円

発行諸費用の概算額　　　　　　　　　 8,000,000円

差引手取概算額　　　　　　　　　　　532,000,000円

（８）
調 達 し た 資 金 の

具 体 的 な 使 途

賃貸用不動産の取得資金　　　　　　　432,000,000円

インターネットカフェ店舗出店資金　　100,000,000円

（注）割当先であるアートポート不動産株式会社は、当該新株式発行の完了後、本四半期報告書提出日までに、アート

ポートインベスト株式会社に社名を変更しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月12日

マーチャント・バンカーズ株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大村　　　茂　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 児玉　　秀康　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマーチャント・

バンカーズ株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年

７月１日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マーチャント・バンカーズ株式会社及び連結子会社の平成27年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成27年９月８日開催の取締役会において、第三者割当による新株式

発行を決議し、平成27年10月５日に払込みが完了している。

　当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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